
令和7年11月20日(木)

13：30-16：00
神 戸 市 産 業 振 興 セ ン タ ー

公益財団法人

兵庫県まちづくり技術センター

参 加 費
無 料

防 災 特 別 講 演 会

第１ 部

阪神淡路から能登半島を踏まえ、国難災害
に備える

13：45−14：45

平山 修久名古屋大学減災連携研究センター 准教授

令和７年度

設立３０周年記念プレイベント

第２部

近年の気象災害と防災情報の活用

15：00−16：00

澤 麻美

市民生活を支えるライフライン、中でも水道の災害対策について、
阪神淡路大震災や能登半島地震や豪雨災害での教訓や経験を振
り返り、南海トラフ地震等の国難災害に備える
ために産官学民連携でやるべきことを考える。

近年は地球温暖化の影響もあり、気象災害が激甚化・広域化・頻
発化してきています。兵庫県では2018年の「西日本豪雨」の際に大
雨特別警報が発表されましたが、これまでに経験したことのないよう
な重大な災害が、毎年のように全国どこかで発生している状況です。

近年の気象災害の３つの特徴や、今後は
雨の降り方がどう変化してくかなど詳しく解
説します。

また、災害から身を守るためにはどうすれ
ば良いのか、日々改良される防災情報の見
方や避難情報について、予測の難しい線状
降水帯の情報なども詳しく紹介します。

［ 先 着 ２ ５ ０ 名 様 ］

URL  https://www.hyogo-ctc..or.jp

TEL  078-367-1224（企画部 企画調整課） MAIL  kenshu@hyogo-ctc.or.jp

千葉県千葉市出身
テレビ西日本「ももち浜ストア特報ライブ」出演
テレビ朝日「報道ステーション」気象ディレクター
日本テレビ「DayDay.」出演
読売テレビ「ウェークアップ」出演
兵庫県内での「マイ・タイムライン講座」講師など

兵庫県高砂市出身
2004年3月京都大学大学院工学研究科環境
工学専攻博士後期課程修了，京都大学博士
（工学）取得後，2004年4月より人と防災未来
センター主任研究員
2008年12月より京都大学大学院工学研究
科特定准教授，2013年4月国立環境研究所
主任研究員を経て，2016年4月より名古屋
大学減災連携研究センター准教授を務める。

［ 講師プロフィール ］

［ 講師プロフィール ］

気象予報士・防災士・流域治水アンバサダー

センターは令和８年４月に
設立３０周年を迎えます

30th ANNIVERSARY

‹ 1996 – 2026 ›

［ ３Ｆハーバーホール ］



大規模災害が発生した際に「ひょうごE-DASH」と「兵庫県防
災エキスパート」が連携し、被災状況の把握や災害調査等を支
援します。さらに、市町からの要請に応じて、災害査定に向けた
測量・設計業者等への技術指導や災害査定設計書作成等を
受託します。

センターでは、県等の技術職ＯＢからなる「兵庫県防災エキスパート登録制度」を
運営し、大規模災害時には、災害復旧活動を迅速かつ円滑に進めるため、兵庫
県防災エキスパートを県・市町に派遣し、公共土木施設の被災状況把握や被害
状況調査をボランティアとしてサポートします。
■登録者：125名（令和６年９月末時点）

12:30 開 場（※）

13:30 開会あいさつ

13:45

14:45     休 憩

15:00

16:00      閉 会

阪神淡路から能登半島を踏まえ、国難災害
に備える

近年の気象災害と防災情報の活用

講演 ２

プログラム 13:30-16:00（12:30 開 場）会場位置図 神戸市産業振興センター（3F ﾊｰﾊﾞｰﾎｰﾙ）

市町災害復旧支援制度（D-SUPPORT：右図）

兵庫県防災エキスパート

兵庫県まちづくり技術センター
公益財団法人

企画部 企画調整課 TEL:078-367-1224

市町災害復旧支援制度（D-SUPPORT）
の支援内容・実績・Ｑ＆Ａなどをまと
めたパンフレットをご覧いただけます

※）12:30の開場に合わせて受付を開始します
※）受付代わりに名刺を頂戴いたしますので持参ください

※

※ 市町の災害復旧事業の迅速かつ的確な実施を支援するため、センター
職員で構成する緊急災害復旧支援派遣隊

〔支援対象：市町〕

〔派遣対象：県・市町〕

Topics

神戸市産業振興センター
〒650-0044  神戸市中央区東川崎町１丁目８ｰ４

災害復旧支援活動のご紹介

講演 １

澤 麻美

平山 修久名古屋大学減災連携研究センター 准教授

気象予報士・防災士・流域治水アンバサダー


